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公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

設
置
を
増
や
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

心
肺
蘇
生
法
と
合
わ
せ
て
講
習
会

の
開
催
を
。

６
月
に
総
合
体
育
館
に

設
置
し
た
。　

年
度
に

１９

岐
阜
放
送
の
社
会
福
祉
事
業
団
か

ら
一
台
寄
付
さ
れ
る
。
助
成
制
度

を
利
用
し
な
が
ら
普
及
さ
せ
た
い
。

年
２
回
取
扱
講
習
会
を
開
催
し
て

い
る
。　

八
幡
児
童
館
の
建
設
は

八
幡
小
学
校
の
建
設
構

想
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た

い
。

八
幡
小
学
校
建
替
え
の

検
討
委
員
会
を
早
急
に

立
ち
上
げ
て
構
想
的
な
こ
と
を
踏

ま
え
て
位
置
決
定
を
し
た
い
。

下
水
道
料
金
の
見
直
し

に
従
量
制
の
導
入
ま
た

は
、
少
人
数
家
庭
が
割
高
に
な
ら

な
い
よ
う
改
定
す
べ
き
。
下
水
道

会
計
の
改
善
は
歳
入
だ
け
で
な
く
、

歳
出
の
委
託
料
等
の
見
直
し
も
必

要
。
家
屋
間
距
離
の
導
入
は
遅
く

と
も
第
三
期
計
画
に
は
間
に
合
う

よ
う
に
。使

っ
た
量
で
負
担
し
て

も
ら
う
の
が
本
来
で
は

あ
る
が
、
池
田
町
の
経
過
も
あ
り

将
来
的
に
考
え
た
い
。
家
屋
間
距

離
は
第
三
期
下
水
道
認
可
の
計
画

時
点
に
は
導
入
し
た
い
。

（
仮
称
）
梅
谷
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
見
通
し
は
ど
う

か
。
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
に
つ
い
て

公
募
し
て
は
ど
う
か
。

開
通
時
期
は　

年
度
に

２１

一
年
早
ま
り
そ
う
。
工

事
名
は
片
山
梅
谷
工
区
と
な
っ
て

い
る
が
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
公
募
方
式
と
か

検
討
し
進
め
た
い
。

近
鉄
利
用
促
進
や
公
共

施
設
を
巡
回
す
る
よ
う

温
泉
バ
ス
の
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の

見
直
し
を
。

温
泉
バ
ス
停
留
所
を　
１９

年
１
月
よ
り
池
田
町
役

場
と
コ
メ
リ
を
追
加
。
月
曜
日
の

午
後
も
運
行
す
る
計
画
。
今
後
も

公
共
施
設
や
病
院
等
も
追
加
し
な

が
ら
運
行
し
た
い
。

高
畑
遺
跡
や
南
野
古
墳

の
貴
重
な
遺
物
（
県
所

有
）
の
町
民
へ
の
公
開
の
見
通
し

は
。

譲
渡
に
つ
い
て
意
向
の

打
診
が
あ
り
、
町
は
い
つ

で
も
受
け
る
と
返
事
し
て
あ
る
が
、

県
の
意
向
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。

町
と
し
て
は
譲
渡
さ
れ
し
だ
い
公

開
し
た
い
。

●八幡児童館は小学校立替計画の中
で検討を

●公共施設にAEDを増設せよ

Ｑ
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①AEDの電源を入れる。
②電極パッドを傷病者の胸部に心臓を挟み込むように装着す
る。
※電極パッドには、次の貼り付け位置が絵で表示してある。
・右前胸部（鎖骨のすぐ下）
・左側胸部
③AEDから発せられる音声指示に従って操作を行う。
④AEDが自動解析をしている間、誰も傷病者に触れないよう
に注意を喚起する。
⑤AEDが除細動適応の音声指示を行った場合には、通電ボタ
ンを押す。この際も、誰も傷病者に触れないように注意を喚
起し、安全確認を行う。
その後もAEDからの音声指示に従って行動する。

■ AED の 使 用 方 法


